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憲 法 , 教 育 基 本 法 , 学 校

教 育 法 , 同 施 行 規 則 、 学

習 指 導 要 領 、  関 係 法 規 、  

県 ・ 地 区 ・ 市 の重 点 目 標  

○ 学 校・生 徒 地 域 の 実 態

○ 保 護 者 ・ 教 師 の 願 い  
○ 時 代 の 要 請  

 

自他を尊重し、夢や志を持ち、未来を切り拓く生徒の育成  

 
教育目標  

道 徳 教 育 の 充 実  

〇 考 え ・ 議 論 す る 活 動 を 通 し て ， 道 徳 的 価 値 へ の  

気 付 き と 自 分 の 考 え 方 を 見 つ め る 授 業 づ く り  

人 権 教 育 の 充 実  

〇 人 権 に 配 慮 し た 日 常 的 指 導 の 充 実  

〇 一 人 一 人 が 大 切 に さ れ る 授 業 づ く り ， 互 い の よ

さ を 認 め 合 え る 集 団 づ く り  

学 習 指 導 の 充 実  

〇 協 同 学 習 を 通 し た 学 び 合 い の 活 動  

〇 「 思 考 力 」 「 表 現 力 」 を 伸 ば す 授 業 づ く り  

〇 諸 調 査 結 果 の 分 析 ・ 活 用 と 個 に 応 じ た 指 導  

〇 か ご し ま 学 力 向 上 Weｂ シ ス テ ム の 積 極 的 活 用  

生 徒 指 導 の 充 実 (温 かさと厳 しさのある生 徒 指 導 )  

〇 共 通 理 解 に 基 づ く 生 徒 指 導 の 協 働 体 制 の 確 立  

〇 い じ め や 不 登 校 の 未 然 防 止 に 向 け た 組 織 的 取 組  

〇 教 育 相 談 の 充 実 と 個 に 応 じ た き め 細 か な 指 導  

〇 学 校 -家 庭 -地 域 -関 係 機 関 と の 更 な る 連 携 強 化  

学 校 体 育 の 充 実 （体 力 の向 上 と運 動 能 力 の育 成 ）  

〇 運 動 の 特 性 や 魅 力 に 触 れ さ せ る 指 導  

〇 運 動 技 能 習 熟 と 個 に 応 じ た 指 導 ,部 活 動 と の 関 連  
健 康 教 育 の 充 実 ， 食 育 の 推 進   

〇 実 践 力 を 身 に 付 け る 保 健 学 習  

〇 個 に 応 じ た 保 健 ・ 衛 生 指 導 及 び 給 食 指 導  

〇 自 ら 判 断 し 実 践 し て い く 食 に 関 す る 指 導  

特 別 支 援 教 育 の 充 実  

〇 コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 中 心 と し た 校 内 支 援 体 制  

〇 教 育 的 ニ ー ズ に 応 じ た 指 導 と 合 理 的 配 慮  

〇 特 別 支 援 教 育 支 援 員 と の 連 携 と 活 用  

情 報 教 育 の 充 実  

〇 ICT を 積 極 的 ・ 主 体 的 に 活 用 す る 授 業  

〇 情 報 活 用 能 力 ， 情 報 モ ラ ル の 向 上  

キ ャ リ ア 教 育 の 充 実  

〇 「 立 場 で 育 て る 」 キ ャ リ ア 教 育 の 推 進  

〇 「 思 考 力 」 「 表 現 力 」 を 育 て る 教 育 活 動 の 充 実  

 
１  命 を 守 る 教 育     ２  力 を 付 け る 教 育       ３  立場で育てる教 育  

＜心 の教 育 の充 実 ＞     ＜確 かな学 力 の向 上 ＞     ＜キャリア教 育 ・生 徒 活 動 等 の充 実 ＞ 
 

《研 修 テーマ》   確 か な 学 力 の 育 成 ～聴き合い学び合 う協同学習の充実を目指 して～  
 

ななそとせ 柏 の訓 え 慈 しみ  

拓 け無 双 へ 誇 りも高 く  

 返 歌  柏  

葉  

精  

神  

本 年 度 の重 点 課 題 と努 力 点  

《鹿児島市の都市像》  
「人 ・まち・みどり みんなで創 る“豊 かさ”実 感 都 市 ・かごしま」  

【 鹿 児 島 市 教 育 振 興 基 本 計 画 】  
目 指 す べ き 教 育 の 姿  

（ か ） 鹿 児 島 市 に 誇 り を 持 ち ， （ ご ） こ れ か ら の 時 代 に 必 要 な 生 き る
力 を 養 い ， （ し ） 心 身 と も に た く ま し く ， （ ま ） 学 び 続 け る 人 材 を
社 会 全 体 で 育 成  

鹿 児 島 市 の 学 校 教 育 の 重 点  
１  道 徳 心 や 社 会 性 を 養 い ， 心 身 ともにたくましい子 どもを育 成 する。  
２  「 確 か な 学 力 」 を 持 ち ， 個 性 あ ふ れ る 子 ど も を 育 成 す る。  
３  信 頼 さ れ る 開 か れ た 学 校 教 育 を 推 進 す る 。  

 
「 チ ー ム 城 西 」 全 職 員 の 連 携 を 基 に ～ 柏 葉 精 神 を 根 本 理 念 に 据 え て ～  

 
 開 か れ た 学 校 づ く り       職 員 研 修 の 充 実           服 務 規 律 の 厳 正 確 保  

 〇 Ｈ Ｐ 等 に よ る 情 報 発 信     〇「 学 び の 組 織 活 性 化 」推 進     〇 信 用 失 墜 行 為 禁 止 の 徹 底  

 〇 学 年 ・ 学 級 Ｐ Ｔ Ａ の 充 実     プ ロ ジ ェ ク ト の 活 用        〇 個 人 フ ァ イ ル の 活 用   

 〇 自 己 評 価 や 学 校 関 係 者 評 価   〇 協 同 学 習 を 通 し た 授 業 改 善     〇「 信 頼 さ れ る 学 校 づ く り  

を 活 用 し た 学 校 経 営      〇 「中 学 校 学 力 向 上 プログラム」     推 進 委 員 会 」 の 充 実  

〇 小 中 連 携 の 推 進 (共 通 実 践 )      の 研 究 授 業 の 推 進  
 
学 校 安 全 の 充 実         職 員 の 働 き 方 改 革  

〇 安 全 指 導 ， 各 種 訓 練 の 充 実   〇 適 正 な 勤 務 時 間 管 理  

 〇 施 設 設 備 の 安 全 点 検 の 充 実   〇 定 時 退 校 日 (月 １回 )， リフレッ 

〇 安 全 体 制 の 見 直 し ・ 改 善     シュデ－(週 １回 ),  ノ－部 活 デー 

                  (毎 週 ；平 日 １日 ，土 日 １日 )  

目 指 す生 徒 像   
ア 切磋琢磨する生徒（頑張り） 

イ 思いやりのある生徒（友愛） 

ウ  理 想 を 追 求 す る 生 徒 （ 自 己 実 現 ） 

ＳＫＡＴ城 西  

Ｓ … 清 掃 が 行 き 届 く 学 校  
Ｋ … 校 歌 が 響 き 渡 る 学 校  
Ａ … あ い さ つ が 満 ち あ ふ れ る 学 校  
Ｔ … 時 が 守 ら れ る 学 校  

１  安 心 ・ 安 全 で ， き れ い な 学 校  

２  共 に 学 び ，  確 か な 力 を つ け る 学 校  

３  よ り 良 き 未 来 を 志 向 し ， 創 造 す る 学 校  

 

＜一 学 校 一 改 革 ＞  

学年の枠を超えた「縦割り無言清掃」

～清掃が行き届く学校～ 

目 指 す 
学 校 の姿  


